
様式１ 

県立土浦工業高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

自己開発や自己実現に必要な知識・技能の修得を図るとともに、豊かな人間性の涵養と心身の鍛練に努

め、幅広い視野に立って社会の発展に寄与する青少年の育成を図る。 

 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

探究の見方・考え方を働かせ、持続可能

な社会を実現するための諸問題に関し

て総合的な学習を行い、自己の在り方

生き方を考える活動を通して、生徒が

自主的･積極的に社会貢献できるよう

にするために以下の資質・能力育成す

る。 

・ワークシートの記述、グルー

プワークの計画書、中間発表、

最終発表、作成資料等を評価の

対象とする。 

・グループワークにおける対話

的活動の行動観察や発表にお

ける生徒による自己評価や相

互評価も評価の材料とする。 

・生徒面談週間（学期はじめ） 

・SC による定期面談 

・月１回の情報共有 

・いじめ防止対策会議 

・特別支援教育コーディネータ

を中心とした連絡指導体制の確

立 

 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（ 課題研究          ） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

・持続可能な社会を実現するための諸

問題について探究する。 

・講演（地域自治体や研究施設等）によ

り探究課題への知識を深め、４人程度の

グループにより各々の感じた諸問題を

話し合う。更に自ら探究していくテーマ

を設定し、グループでテーマを元に調べ

学習を行い、諸問題の構造や解決に向け

ての提案をポスターにまとめ発表する。 

・探究委員会（特別活動

1 名、教務 1 名、各工業

学科⾧、1 学年担当者、

2 学年担当者、共通教科

代表者） 

・外部機関との連絡調

整、協力体制の構築 

・授業担当者連絡会の設

置、情報の共有 

・あいさつや身だしなみ

など社会マナーの基本が

身についている。 

 

 

２年 

 

・自分の将来と社会の関わり、職業適性

を探究する。 

・進路を実現するための手段や資格に

ついて調査分析し、高校から卒業後に向

けてのキャリアプランをまとめ、自分が

職業人として、どの様に社会に貢献して

いくかを表現する。 

 

・進路ガイダンス、イン

ターンシップ等の活動を

とおし、企業等と連絡・

連携 

・ものづくりを通して工

業に関する技術や技能を

習得し地域産業や社会貢

献できる。 

 

 

３年 

(課題研究) 

課題研究で２単位代替 

探究活動に主体的・協働的に取り組む

とともに、互いの意見や発表を肯定的

にとらえ、新たな価値を見出し、自主

的･積極的に社会に貢献しようとする態

度を育てる。 

 

・研究発表の際、保護者

等の参観等による家庭と

の連携 

・課題や困難に対して、

自ら考え、主体的か 

つ、強調的に取り組める。 

 

 

 


